
第二期中期目標 第二期中期計画 理　　由

Ⅱ　大学の教育研究等の質の向
上に関する目標

第３　社会貢献に関する目標

１　市民・地域社会への貢献に
関する目標

(1)市民に対する生涯学習の幅
広い展開を図るとともに大学の
施設を提供するなど、大学の財
産を市民及び地域へ還元し、豊
かな地域社会づくりに寄与す
る。

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関す
る目標を達成するためにとるべき措置

第３　社会貢献に関する目標を達成する
ための措置

１　市民・地域社会への貢献に関する目
標を達成するための措置

(1)市民公開講座等の充実を図り、市民へ
の生涯学習機会の提供に努めるととも
に、全学的な地域貢献を推進するセン
ターの設置に取り組むなど、市民及び地
域に対する大学の教育研究成果の還元を
推進する。
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Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目
標を達成するためにとるべき措置

第３　社会貢献に関する目標を達成するため
の措置

１　市民・地域社会への貢献に関する目標を
達成するための措置

　生涯学習講座の開講を始めとする地域貢献
について、全学的に推進を図っていくためのセ
ンターのあり方を検討し、設置計画を策定する。

【Ⅱ：年度計画を十分には実施
していない理由】

　年度計画において地域貢献
センターの設置計画の策定を
目標としていたが、具体的計
画の策定に至らなかったた
め。

Ⅱ　大学の教育研究等の質の向
上に関する目標

第５　附属病院に関する目標

１　高度かつ先進的で、高い技
術を要する医療に積極的に取り
組むとともに、質の高い安全安
心な開かれた医療を提供する。

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関す
る目標を達成するためにとるべき措置

第５　附属病院に関する目標を達成する
ための措置

１　高度かつ先進的で、高い技術を要す
る医療に積極的に取り組むとともに、質
の高い安全安心な開かれた医療を提供す
る。
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Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目
標を達成するためにとるべき措置

第５　附属病院に関する目標を達成するため
の措置

　引き続き先進・高度医療支援費対象患者審
査制度を利用した症例を増やし、先進医療の申
請を積極的に進めていく。

【Ⅳ：年度計画を上回って実施
している理由】

　年度計画では「先進医療の
申請を進める」としていたが、
24年度に先進医療の３つの技
術を厚生労働省へ実施施設と
して申請を行い受理されたとい
う具体的な実績があったため。

Ⅵ　その他の業務運営に関する
重要目標

第３　コンプライアンスの推進
に関する目標

倫理規範の遵守と業務の適正な
執行を徹底し、社会的信頼を維
持する。

Ⅴ　その他の業務運営に関する重要目標
を達成するためにとるべき措置

第３　コンプライアンスの推進に関する
目標を達成するための措置

１　倫理関係諸規程について理解を深
め、大学職員としての職業倫理の浸透を
図るため、継続的に意識啓発を行う。
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Ⅴ　その他の業務運営に関する重要目標を達
成するためにとるべき措置

第３　コンプライアンスの推進に関する目標
を達成するための措置

　倫理研修会の開催、「倫理推進月間」の設
定、コンプライアンスの重要性を身近に考える
機会を提供する「コンプライアンス通信」の発行
（年間10回以上）などによる教職員に対する意
識啓発を行う。

【Ⅱ：年度計画を十分には実施
していない理由】

　年度計画で「倫理推進月間」
の設定を掲げたが、25年度の
実施に向けた検討にとどまっ
たため。
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